
県
民
オ
ル
ガ
ン
奏
者

養
成
講
座
受
講
生

秋
田
県
総
合
生
活
文
化
会
館
（
ア

ト
リ
オ
ン
７
階
、
秋
田
市
）
で
は
、

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
魅
力
に
触
れ
な

が
ら
、
オ
ル
ガ
ン
演
奏
に
必
要
な
知

識
や
技
術
を
学
ぶ
「
県
民
オ
ル
ガ
ン

奏
者
養
成
講
座
」
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

締
め
切
り
・
３
月
１８
日（
金
）

募
集
人
員

初
級
コ
ー
ス
（
２
年
間
）・
約
１０
人

上
級
コ
ー
ス
（
２
年
間
）・
若
干
名

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

（
１
年
間
）・
若
干
名

※
初
級
コ
ー
ス
、
上
級
コ
ー
ス
に
は

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ
ー
ス
は
当
講

座
終
了
後
、
２
年
以
上
経
過
し
た

か
た
が
対
象
で
す
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
４
月
１７
日（
日
）

と
こ
ろ
・
ア
ト
リ
オ
ン
４
階

（
第
２
練
習
室
、音
楽
ホ
ー
ル
）

受
講
料
・
５
０
、０
０
０
円（
１
年
間
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.pref.akita.jp/atorion/

秋
田
県
総
合
生
活
文
化
会
館
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０
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―
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０
３

そ

の

他

月
・
水
曜
日
の
午
後
も
受
け
付
け
ま
す

市
立
総
合
病
院
皮
膚
科

市
立
総
合
病
院
皮
膚
科
の
診
療
時

間
が
変
更
に
な
り
、
月
曜
日
と
水
曜

日
に
限
り
、
１４
時
〜
１６
時
も
受
け
付

け
ま
す
。

月
・
水
曜
日
の
受
付
時
間

８
時
３０
分
〜
１１
時
、
１４
時
〜
１６
時

火
・
木
・
金
曜
日
の
受
付
時
間

８
時
３０
分
〜
１１
時

市
立
総
合
病
院

�
４２
―
５
３
７
０（
内
線
２
４
６
）

市
税
の
納
付
も
う
一
度
ご
確
認
を

２
月
は
固
定
資
産
税
第
４
期
の
納

期
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
既
に
納
期
が
過
ぎ
て
い
る

税
金
に
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う

一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

収
納
課（
内
線
２
２
７
）

変
わ
り
ま
す

大
館
市
私
道
整
備
費
補
助
金
要
綱

１７
年
４
月
１
日
か
ら
「
大
館
市
私

道
整
備
費
補
助
金
要
綱
」
が
変
わ
り

ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業

舗
装
、
側
溝
整
備
（
付
随
す
る
構

造
物
を
含
む
）

補
助
条
件

・
道
路
の
幅
が
２
・
７
ｍ
以
上
、
延

長
が
１０
ｍ
以
上
あ
り
、
沿
線
の
居

住
戸
数
が
持
ち
家
で
５
戸
以
上
あ

る
こ
と

・
敷
地
所
有
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る

も
の

補
助
金
額

必
要
な
経
費
の
２
分
の
１
以
内

土
木
課（
内
線
３
０
２
）

市

民

の

善

意

▽
福
祉
事
務
所
扱
い

畠
山
誠
一
さ
ん
（
松
峰
）
３
万
円

市では、経済的な理由で修
学が困難なかたへ奨学金をお
貸しします。
貸 与 額・月額３万円
貸与期間・正規の修業年限内

資 格
市民の子弟で、学校教育法に規定する大学または
短期大学に１７年度入学予定のかた、または在学中
のかた

返済方法
卒業後貸与期間の倍の年数以内に返済（最長８年）。
無利子です。

募集人数・２５人
受付期間・３月１日（火）～４月８日（金）
申・問 学校教育課（内線２６６）

秋田大学での教育・研究・社会貢献の実情を紹介す
る「秋田大学ウイークin大館」の受講者を募集します。
事前申し込みは不要です。どなたでも聴講できま

すので、ふるってご参加ください。

問	１、	２、	３、	５は秋田大学総務課 �０１８―８８９―２２０５
	４は秋田県北部テクノプラザ（市役所商工課内）

�４２―０６４５

申
・
問

問問

申
・
問

立
春
を
過
ぎ
た
と
は
い
え
、
北
国
大

館
は
ま
だ
ま
だ
「
冬
本
番
中
」。毎
日
の

除
雪
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
さ
ぞ
お

疲
れ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
疲
れ
て
い

る
と
き
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
を
す

る
と
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。「
春
」ま

で
も
う
少
し
。
け
が
を
さ
れ
な
い
よ
う
、

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
名
）

実
は
、
私
は
長
靴
愛
好
者
で
す
。
雪

道
を
歩
く
に
は
、
長
靴
が
最
適
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
お
店
の
中
に

入
る
と
、
さ
す
が
に
他
人
の
目
が
気
に

な
り
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
の
で
す

が
…
。
今
履
い
て
い
る
長
靴
も
滑
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
、

新
品
を
買
う
か
迷
っ
て
い
ま
す
。（
達
）

皆
さ
ん
、
豆
ま
き
し
ま
し
た
か
？

節
分
は
「
季
節
を
分
け
る
」
と
い
う
意

味
な
の
で
、
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立

冬
の
前
日
は
い
ず
れ
も
節
分
と
言
う
そ

う
で
す
。
寒
さ
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
が
、

日
差
し
の
中
に
春
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
私
は
春
が
１
番
好
き
で
す
。

早
く
暖
か
く
な
る
と
い
い
な
ぁ
。（
三
）

内 容

「大学授業の体験」
�「情報の世紀を生きる」
工学資源学部教授 玉本英夫氏

�「暮らしの中のセラミックス」
工学資源学部教授 中川善兵衛氏

「市民フォーラム」
�「あなたは大丈夫か！ 突然死」
理事（兼）副学長 吉岡尚文氏

�「新潟県中越地震における心のケ
ア活動を通して学ぶもの」
教育文化学部助教授 八巻秀氏

�学長、副学長と市民との対話集会

「講演会」
�「秋田県人は甘党？ 辛党？」
教育文化学部教授 長沼誠子氏

�「アクティビティ（活動）がこころ
とからだに与える影響」
医学部保健学科助手 津軽谷恵氏

「産学活性化テクノセミナー」
�「地球環境問題と環境技術について
―グリーンテクノロジーに寄せる期待―」
工学資源学部教授 中田真一氏
�「スマトラ島沖地震津波の残したもの
―被害想定・減災の視点から―」
工学資源学部助教授 松冨英夫氏

「出前講座」
�「介護や看護の道を目指す高校生へ」
医学部保健学科教授 渡曾丹和子氏

ところ

職業訓練
センター

秋 北
ホ テ ル

秋 北
ホ テ ル

秋 北
ホ テ ル

大 館 桂
高等学校

と き

�
２月１９日（土）
１３時３０分
（対象：高校生、
一般も可）

�
２月２０日（日）
１３時３０分
（対象：一般）

�
２月２１日（月）
１３時３０分
（対象：一般）

�
２月２２日（火）
１５時
（対象：一般）

�
２月２３日（水）
１３時５０分
（対象：高校生）

編

集

後

記

頑張る学生をサポート

大館市奨学生募集

秋田大学の講義を大館で

「秋田大学ウイーク in 大館」受講者募集

広報大館２００５．２．１６



